
平成２８年１月２５日（月）平成２８年１月２５日（月）
平成27年度 森林環境教育（森林ESD）活動報告・意見交換会

「森の体験」 「森まなび塾」による「森の体験」 「森まなび塾」による

森林ESD森林ESD

特定非営利活動法人 イー・ビーイング

チーフプランナー 井上明子

1

イー・ビーイングについて

産学官民協働で社会的価値を創造します！

① TPAC第三者評価事業

生産物及び生産システム第三者評価事業・TPAC‐PPS 生産物及び生産システム第三者評価事業

・Land‐Eco 土壌第三者評価委員会

② 屋上菜園ど でも ム② 屋上菜園どこでもファーム

③ 環境マネジメントシステム エコステージ推進・普及

④ 環境関連セミナーの企画・運営
森 体験 森まなび塾

⑤ 人材育成事業受託

⑥ 企業の環境冊子作成やステークホルダーミーティングの実施

森の体験。 森まなび塾。
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⑥ 企業の環境冊子作成やステ クホルダ ミ ティングの実施



森の体験。 森まなび塾。とは？

都市住民のための森とつながるセミナー＆活動体験
フィールド ：大阪府内や奈良県吉野町の森林フィ ルド ：大阪府内や奈良県吉野町の森林
プログラム：①森について学ぶセミナー

②森林保全活動や自然観察会
③森林を楽しむ森林セラピーやウォーキングなど

対 象：小学生と保護者を中心に幅広い年代の都市住民

自然と触れ合う機会が少ない人々に、森林がもたらしてくれている
様々な恩恵を知り 保全の重要性を知って体験し 積極的に楽し様々な恩恵を知り、保全の重要性を知って体験し、積極的に楽し
む機会を提供する。

都市と森林、日々の生活と環境問題などのつながりを理解し、都
市の日常生活において森林を身近に感じる人を増やす。

森の体験。

4



森の体験。
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森の体験。
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森の体験。森とつながる100人宣言
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森の体験。森とつながる100人宣言より

・親子で参加しました。河内長野の水源や吉野の深い森で、体感することで、
そこで人がずっと守り続けていることや自然との共生の姿を直に学ぶことができ
ました。ました。

・今まで森が遠い存在だったけれど、参加してみて、森が自分の生活にもかかわっ
ていることがわかりましたていることがわかりました。

・普段の生活から「森とつながる」というコンセプト、とても共感できました。

・木のによいがとてもたのしいかったです。またさんかしたいです。（小学校低学年）

小学生はもちろん 中高 高校 大学生など若い人が参加してほしいと思います・小学生はもちろん、中高・高校・大学生など若い人が参加してほしいと思います。

・250年の木は、大きく力強さを感じた。風の音が聞えた。

・私たちはせっかくの森の恩恵を十分に活用できていないし、そのことが森が荒れ
る原因になっている。

8



森まなび塾。
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森まなび塾。
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森まなび塾。
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みんなつながっている

都市と森林都市と森林

日々の生活と環境問題

守ることと使うこと守ることと使うこと

世代の ながり世代のつながり
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